
一般社団法人日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会

第 40 回 九州連合地方部会

学術講演会

第 199回 日耳鼻福岡県地方部会

第 128回 日耳鼻佐賀県地方部会

第 178回 日耳鼻長崎県地方部会

第 166回 日耳鼻大分県地方部会

第 167回 日耳鼻熊本県地方部会

第 158回 日耳鼻宮崎県地方部会

第 141回 日耳鼻鹿児島県地方部会

第 151回 日耳鼻沖縄県地方部会

日 時： 2025年 7月 19日（土） 16:00～

2025年 7月 20日（日） 9:30～

会 場： ７月 19日

リーガロイヤルホテル小倉 4階「ロイヤルホール」

（〒802-0001北九州市小倉北区浅野 2-14-2）

TEL: 093-531-1121

7月 20日

AIM（アジア太平洋インポートマート）3階

会議室 314-315・F展示場（7月 20日）

(〒802-0001北九州市小倉北区浅野三丁目 8-1)

TEL: 093-551-4111

担 当：産業医科大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

TEL：093-691-7448（医局資料室直通）

参 加 費：18,000 円

【表彰式、懇親会】

日 時 ：2025年 7月 19日（土）19時 00分より

会 場 ：リーガロイヤルホテル小倉 4階 「ロイヤルホール」



7 月 19 日（土） 教育講演・イブニングセミナー・懇親会会場

■リーガロイヤルホテル小倉 4F 「ロイヤルホール」

〒802-0001 北九州市小倉北区浅野 2-14-2 TEL: 093-531-1121

アクセス

交通のご案内

◯JR「小倉」駅：新幹線口より 空中回廊で直結 徒歩 3分

◯西鉄バス：「小倉」駅前バスセンター停下車 徒歩 3分

◯お車：【福岡方面からお越しの場合】

北九州自動車道 八幡 ICで北九州都市高速に乗り換え「小倉」駅北ランプより 2分

【北九州空港からお越しの場合】

新北九州空港連絡道路から苅田北九州空港IC（東九州自動車道）へ北九州JCTで九州自動車道に乗

り換え、一旦下関方面へ3km進み小倉東ICで北九州都市高速に乗り換え、「小倉」駅北ランプより2分

〇飛行機：【北九州空港（北九州市）から】

［エアポートバスをご利用の場合］

1 番乗り場より、ノンストップ便で約 35 分・中谷経由便で約 50 分

小倉駅バスセンターで降車の場合、小倉駅構内を新幹線口へ抜けて徒歩3分
小倉駅新幹線口で降車の場合、バス停よりすぐ

※バスの詳しい時刻表は「北九州空港」の公式サイトをご覧ください。

［タクシーをご利用の場合］ 1 階旅客ターミナルビル前より、約 45 分

【福岡空港（福岡市内）から】

［国内線ターミナルから博多駅へ］

地下鉄空港線（乗り場：第 2ターミナル）で約 5分　タクシーで約15分

［博多駅から小倉駅へ］

新幹線で約 20分 特急列車で約 40分

小倉駅新幹線口よりホテルまで徒歩 3分

駐車場について（7月 19日（土）リーガロイヤルホテル小倉）

【リーガロイヤルホテル小倉地下駐車場】

・ホテル地下駐車場にお停めください。

・駐車料金：16時〜21時まで無料。駐車券をフロントにお持ちください。

・お問合せ先：093-531-1121 リーガロイヤルホテル小倉
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■AIM（アジア太平洋インポートマート）3F 会議室 314-315・F展示場（7月 20日）

〒802-0001北九州市小倉北区浅野三丁目 8-1

TEL: 093-551-4111

アクセス

〇JR 小倉駅から徒歩 5 分

〇バス：小倉駅新幹線口バス停より徒歩 5 分 西鉄小倉駅バスセンターより徒歩 8 分

7 月 20 日（日） 一般口演・補聴器相談医更新のための講習会

電気メスハンズオンセミナー会場
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7 月 20 日（日） 一般口演・補聴器相談医更新のための講習会

電気メスハンズオンセミナー会場

駐車場について（7月 20日（日）AIM アジア太平洋インポートマート）

【AIM 地下駐車場】　営業時間 7：30〜24：00
・150 円/30 分 最大 800 円

・高額紙幣(5 千円・1 万円)がご利用いただけません

・お問合せ先：093-541-5931 (公財)北九州観光コンベンション協会 サービス課

【西日本総合展示場本館駐車場】　24時間営業

・土日・祝日：100 円/20 分 最大 700 円/24 時間

・高額紙幣(5 千円・1 万円)がご利用いただけません

・新紙幣がご利用いただけません

ご不便をお掛けしますが旧千円札および硬貨でお支払いください

なお、両替機は設置しておりませんので事前にご準備をお願い致します

・お問合せ先：093-541-5931 (公財)北九州観光コンベンション協会 サービス課
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・朝８時30分より受付開始

・各スケジュール時刻につきましては、P9 学術講演会日程表をご確認ください。

7 月 20 日（日） AIM 3 階 会場のご案内
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3

会期中はカジュアルな服装でご参加ください。

ご 案 内
1. 参加受付

・７月19日（土）は15時30分よりリーガロイヤルホテル小倉4階にて受付をいたしま

　す。 

・７月20日（日）は8時30分よりAIM 3階にて受付をいたします。 

2. 学会当日はプログラムをご持参ください。

3. 専門医の方は ICカードを必ずご持参ください。

受付に設置してあるカードリーダー上にカードを置くと、接続されたコンピュータ画面

に名前が表示されますので、確認を行ってからカードを取ってください。

教育講演

一般口演

演題受付 AIM（アジア太平洋インポートマート）3階  

受付時間 7 月 20日（日） 8時 30 分～ご発表の 30 分前まで

（演題受付はこの日のみとなっておりますので、第一群の演者の方々は、お早めにお越

しください。）

演題受付 リーガロイヤルホテル小倉 4階 ロイヤルホール

受付時間 7月 19日（土） 15 時 30 分～16時 00分

（教育講演 1の演者の方はお早めにお越しください。）

＊教育講演の先生方には個別に連絡いたします。

・朝８時30分より受付開始

・各スケジュール時刻につきましては、P9 学術講演会日程表をご確認ください。

7 月 20 日（日） AIM 3 階 会場のご案内
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発表者へのご案内
1. 講演時間

・教育講演は質疑応答含めて１題 30 分です。

・一般口演は１題につき発表６分、質疑応答 2分です。

・スライドに制限はありませんが、発表時間は厳守してください。

2. 発表データ受付（動作確認）

・発表開始30分前までに、PC 受付にて発表データの動作確認をしてください。

（※PC 持込みの場合も必ず事前に PC 受付に立ち寄り、動作確認を行ってくださ

い。）

PC 受付場所・時間

受付場所 日時

AIM（アジア太平洋インポートマート）3階 7月 20 日（日）

・発表データは USB フラッシュメモリに保存してご持参ください。

詳しくは後述の【3.データ作成にあたって】をご参照ください。

・データ破損などのトラブルに備え、発表データのバックアップをご用意ください。

・データファイル名は【演題番号 氏名】としてください。（例 001 福岡 太郎）

・発表時のスライド上映は演台上のキーボード・マウス・モニターを使って演者自身

で行ってください。

・会場内左手側前方に［次演者席］を設けています。

ご自身の発表 10 分前までにご着席ください。

3. データ作成にあたって

Ø 会場に用意する PC のアプリケーションは、Windows Microsoft 365 PowerPointとな

ります。

Ø フォントは OS 標準のみご使用ください。

日本語：MS ゴシック、MSP ゴシック、MS 明朝、MSP 明朝

英 語：Times New Roman、Arial、Arial Black、Century、Century Gothic 

※ 上記以外のバージョン、フォントで作成されたデータは、レイアウト崩れなど表

示に不具合が発生することがあります。
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〈発表者ツールについて〉使用できません

発表原稿、講演開始からの経過時間、次のスライドなどを確認できる便利な機能ですが、

発表のたびに操作や設定を行なう必要があり、セッション全体の進行が遅れるなどの影響

が生じます。正確なセッションの進行のためにも、ご了承ください。

原稿が必要な方は印刷してご持参ください。

Ø Macintosh（Mac OS）でデータを作成された場合は、必ず PC本体をお持ち込みくださ

い。

Ø データ持ち込み、PC 本体持ち込みのいずれの場合でも、スライド送りの操作は、演台

上のキーボード・マウス・モニターを使ってご自身で操作していただきます（レーザ

ーポインタを用意しております）。

Ø PC 本体お持ち込みの場合は、以下の点にご留意ください。

・PC受付にて、必ず試写を行ってください。

・会場で用意する PC ケーブルコネクタの形状は、HDMI 端子（標準サイズ）です。この

出力端子をもつパソコンをご用意いただくか、この形状に変換するコネクタを必ずご持

参ください。

・PC本体の液晶画面に動画や画像が表示されていても、実際に外部出力されない場合が

あります。講演データを作成された PC本体と当日持参される PC本体が別な場合は特に

ご注意ください。

・スクリーンセーバーならびに省電力設定はあらかじめ解除しておいてください。

・コンセント用電源アダプターを必ずご持参ください。バッテリーのみで駆動している

場合、トラブルの原因になることがあります。

・万が一の場合に備え、必ずバックアップデータを USBフラッシュメモリーにてご持参

ください。

Ø データは最新のウイルス駆除ソフトにてチェックをお済ませの上、ご持参ください。

Ø お預かりしたデータは大会終了後、事務局で責任をもって消去いたします。

Ø タブレットや iPad での発表はできません。
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その他

・会場ではネームカードをご着用ください。

・会場内での携帯電話・PHSのご使用や講演スライドのビデオ・写真撮影はご遠慮下さい。

医学生・研修医のご参加について

・医学部医学科学生・初期研修医（研修 1・2年目）の方は参加費無料です。

・事前にお申込みをされていない方は各大学または各施設の指導責任者に承諾の上受付に

お越しください。

・学生の方は学生証をご提示ください。

懇親会、表彰式、新入局員紹介懇親会、表彰式、新入局員紹介

7月 19 日（土）19：00～

リーガロイヤルホテル小倉 4 階「ロイヤルホール」

九州連合地方部会世話人会九州連合地方部会世話人会

 7月 20 日（日）11：50～12：50 

AIM 3 階 会議室 311 

企業展示

 7月 20 日（日）8：30～

AIM 3 階 会議室 312-313

補聴器相談医更新のための講習会

どなたでも受講可能です。

※当日受講を希望される方は受講料3,000円を受付にてお支払いの上受講く

　ださい。

 7月 20 日（日）13：00～14：30 

AIM第１会場（ ）3階

AIM（ 3 階

会議室 314-315 

「研究奨励賞」贈呈式

一般口演が終了した後、第１会場 会議室314-315）にて曽田豊二

記念財団の学会助成による「研究奨励賞」（10 万円：1 件 5万円）を発表し

ます。

以下の日耳鼻単位の単位が取得できます。

◎学術集会参加単位・・・1単位

【補聴器相談医更新のための講習会受講の方】

◎領域講習単位・・・1単位

◎補聴器相談医単位・・・0.5 単位
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学術講演会日程表

※補聴器相談医更新のための講習会と電気メスハンズオンセミナーに参加される先生

　は弁当の配布があります。

16:00 ~ 16:05
教育講演 演者：千年　俊一（久留米大学）

1 座長：梅野　博仁（久留米大学）
教育講演 演者：川野　利明（大分大学）

2 座長：平野　隆（大分大学）
教育講演 演者：大原　章裕（鹿児島大学）

3 座長：山下　勝（鹿児島大学）
17:35 ~ 17:45

演者：瓜生　英興（九州医療センター）
演者：加藤　久幸（藤田医科大学）

（楽天メディカル株式会社） 座長：堀　龍介（産業医科大学）
18:45 ~ 19:00

令和7年7月19日（土曜日）
リーガロイヤルホテル小倉 4F 「ロイヤルホール」

開会の辞

16:05 ~ 16:35

16:35 ~ 17:05

17:05 ~ 17:35

19:00 ~
懇親会、表彰式、新入局員紹介

リーガロイヤルホテル小倉 4F 「ロイヤルホール」

休 憩

17:45 ~ 18:45

休 憩

イブニングセミナー

9:30 ~ 9:35
9:35 ~ 9:40

9:40 ~ 10:05
一般口演　第4群　鼻副鼻腔
座長：坂田　俊文（福岡大学）

11:30 ~ 11:35 休憩ならびに研究奨励賞選考会

11:35 ~ 11:45

11:45 ~ 11:50
11:50 ~ 12:30

12:30 ~ 12:45

12:45 ~ 13:00

電気メスハンズオンセミナー
（株式会社アムコ）

移動

13:00 ~ 14:30
補聴器相談医更新のための講習会
講師：野田　哲平（九州大学）

説明会（※）
（セオリアファーマ株式会社）

休憩

13:00 ~ 15:00

11:25 ~ 11:35 休憩ならびに研究奨励賞選考会

11:25
一般口演　第3群　頭頸部腫瘍
座長：鈴木　幹男（琉球大学）

11:05

曽田豊二記念財団
「研究奨励賞」贈呈

11:50~12:50　AIM3F 会議室311
九州連合地方部会世話人会

閉会の辞
休憩

11:05
一般口演　第6群　咽頭・甲状腺
座長：熊井　良彦（長崎大学）

~ 11:30
一般口演　第7群　その他

座長：村上　大造（熊本大学）

10:05 ~ 10:30
一般口演　第5群　聴覚

座長：中川　尚志（九州大学）
10:15 ~ 10:50

一般口演　第2群　喉頭・気管・嚥下
座長：杉山　庸一郎（佐賀大学）

10:30 ~

9:40 ~ 10:15
一般口演　第1群　耳科・平衡
座長：高橋　邦行（宮崎大学）

10:50 ~

令和7年7月20日（日曜日）
第1会場（AIM3F 会議室314-315） 第2会場（AIM3F F展示場）

開会式　堀　龍介（産業医科大学）

第 40 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 九州連合地方部会
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教育講演１ (16:05～16:35)

座長 梅野博仁 （久留米大学）

「嚥下機能改善手術の適応判断から術後評価まで」

千年俊一 （久留米大学）

教育講演２ (16:35～17:05)

座長 平野　隆 （大分大学）

「免疫学から眺める耳鼻咽喉科・頭頸部外科」

川野利明 （大分大学）

教育講演３ (17:05～17:35)

座長 山下　勝 （鹿児島大学）

「頭頸部癌化学療法における有害事象マネジメント」

大原章裕 （鹿児島大学）

教育講演
７月 19 日 (土) リーガロイヤルホテル小倉 4F 「ロイヤルホール」
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教育講演１ (16:05～16:35)

座長 梅野博仁 （久留米大学）

「嚥下機能改善手術の適応判断から術後評価まで」

千年俊一 （久留米大学）

教育講演２ (16:35～17:05)

座長 平野　隆 （大分大学）

「免疫学から眺める耳鼻咽喉科・頭頸部外科」

川野利明 （大分大学）

教育講演３ (17:05～17:35)

座長 山下　勝 （鹿児島大学）

「頭頸部癌化学療法における有害事象マネジメント」

大原章裕 （鹿児島大学）

教育講演
７月 19 日 (土) リーガロイヤルホテル小倉 4F 「ロイヤルホール」

イブニングセミナー
（楽天メディカル株式会社）

７月 19 日 (土) リーガロイヤルホテル小倉 4F 「ロイヤルホール」

「九州・沖縄地方の頭頸部アルミノックス治療の現況と期待」(17：45-18：45)
司会 堀 龍介（産業医科大学医学部 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 教授）

講演①
「九州・沖縄地方における頭頸部アルミノックス治療の広袤（こうぼう）」

瓜生 英興（九州医療センター耳鼻咽喉科・頭頸部外科 科長）

講演②
「“再考する下咽頭・喉頭癌治療戦略” 頭頸部アルミノックス治療への期待と留意点」

加藤 久幸（藤田医科大学医学部医学科 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座 臨床教授）
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第１群　耳科・平衡　（9:40～10:15)
⃝第１会場　AIM3F 会議室314-315

座長 高橋邦行 （宮崎大学）

一般口演
7月20日（日）第1会場（AIM3F  会議室314-315）/第2会場（AIM3F  F展示場）

１．画像診断にて側頭骨内顔面神経鞘腫と診断された15症例の検討

〇田中駿助 1)、藤原義宣 1)、野田哲平 1), 松本　希 1), 小宗徳孝 1)、中川尚志 1)

1) 九州大学大学院　医学研究院　耳鼻咽喉科学分野

２．ガリウムシンチでフォローした多発脳神経麻痺を伴う頭蓋底骨髄炎の 1 例

〇棗田美愛 1), 2)、竹田大樹 1)、伊勢桃子 1)、折田頼尚 1)

1) 熊本大学　耳鼻咽喉科・頭頸部外科
2) 防衛医大 

３．めまいを主訴としたウェルニッケ脳症の 1 例

〇湯地俊子、中村　雄、髙橋邦行
宮崎大学医学部　耳鼻咽喉・頭頸部外科

４．ホームエクササイズによる前庭リハビリ支援アプリの開発

〇黒田建彰 1), 2)、黒田和宏 1)、伏木宏彰 2)

1) 黒田耳鼻咽喉科医院
2) 目白大学　耳科学研究所クリニック
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第１群　耳科・平衡　（9:40～10:15)
⃝第１会場　AIM3F 会議室314-315

座長 高橋邦行 （宮崎大学）

一般口演
7月20日（日）第1会場（AIM3F  会議室314-315）/第2会場（AIM3F  F展示場）

１．画像診断にて側頭骨内顔面神経鞘腫と診断された15症例の検討

〇田中駿助 1)、藤原義宣 1)、野田哲平 1), 松本　希 1), 小宗徳孝 1)、中川尚志 1)

1) 九州大学大学院　医学研究院　耳鼻咽喉科学分野

２．ガリウムシンチでフォローした多発脳神経麻痺を伴う頭蓋底骨髄炎の 1 例

〇棗田美愛 1), 2)、竹田大樹 1)、伊勢桃子 1)、折田頼尚 1)

1) 熊本大学　耳鼻咽喉科・頭頸部外科
2) 防衛医大 

３．めまいを主訴としたウェルニッケ脳症の 1 例

〇湯地俊子、中村　雄、髙橋邦行
宮崎大学医学部　耳鼻咽喉・頭頸部外科

４．ホームエクササイズによる前庭リハビリ支援アプリの開発

〇黒田建彰 1), 2)、黒田和宏 1)、伏木宏彰 2)

1) 黒田耳鼻咽喉科医院
2) 目白大学　耳科学研究所クリニック

第２群　喉頭・気管・嚥下　（10:15～10:50)
⃝第１会場　AIM3F 会議室314-315

座長 杉山庸一郎（佐賀大学）

５．経皮的気管切開術後のカニューレ抜去困難症に対して手術加療を行った 1 例

〇古賀千晶 1), 2)、首藤洋行 2)、陣野智昭 2)、池田里佳 2)、田中成幸 2)、石田知也 2)、
佐藤有記 2)、嶋崎絵里子 2)、峯崎晃充 2)、杉山庸一郎 2)

1) もろどみ中央病院　耳鼻咽喉科
2) 佐賀大学医学部　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座

６．嘔吐後に上部気管狭窄を来たした 2 例

○青谷亜由美、山本陵太、西村衣未、田中康隆、梅﨑俊郎
福岡山王病院　音声・嚥下センター

７．甲状軟骨形成術Ⅰ型の治療成績 ― シリコンブロックとゴアテックス®の比較 ―

○田中久一郎 1)、栗田卓 1)、深堀光緒子 1), 2)、千年俊一 1)、梅野博仁 1)

1) 久留米大学　耳鼻咽喉科・頭頸部外科
2) 飯塚病院　耳鼻咽喉科

８．進行胸部食道癌手術前後における嚥下機能および嚥下圧の経時的変化の検討

○大野純希、熊井良彦
長崎大学病院　耳鼻咽喉科・頭頸部外科
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第３群　頭頸部腫瘍　（10:50～11:25)
⃝第１会場　AIM3F 会議室314-315

座長 鈴木幹男 （琉球大学）

９．中咽頭癌に対するロボット支援経口手術(TORS)後のQOL評価

〇本多雄飛、瓜生英興、篠村夏織、毛利陽介、宮城慎平、澄川あゆみ、久我亮介、
中島寅彦
九州医療センター　耳鼻咽喉科頭頸部外科

１１．扁平上皮癌と神経内分泌癌が混在した上咽頭癌の一例

〇関　正大 1), 2)、小野剛治 1)、三橋敏順 1)、千年俊一 1)、梅野博仁 1)

1) 久留米大学病院　耳鼻咽喉科・頭頸部外科
2) 大牟田市立病院　耳鼻咽喉科・頭頸部外科

１０．T3/4a上顎洞扁平上皮癌に対する根治治療の検討

〇大村紗代 1)、若杉哲郎 1)、竹内　司 2)、橋本和明 1)、川村有希 1)、長谷川翔一 1)、
竹内頌子 1)、堀　龍介 1)

1) 産業医科大学　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学
2) 九州労災病院　耳鼻咽喉科

１２．PCE療法の経験について

◯樽谷　勇、小池健輔、岩本あさの、斎藤雄一、竹内寅之進
北九州市立医療センター
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第３群　頭頸部腫瘍　（10:50～11:25)
⃝第１会場　AIM3F 会議室314-315

座長 鈴木幹男 （琉球大学）

９．中咽頭癌に対するロボット支援経口手術(TORS)後のQOL評価

〇本多雄飛、瓜生英興、篠村夏織、毛利陽介、宮城慎平、澄川あゆみ、久我亮介、
中島寅彦
九州医療センター　耳鼻咽喉科頭頸部外科

１１．扁平上皮癌と神経内分泌癌が混在した上咽頭癌の一例

〇関　正大 1), 2)、小野剛治 1)、三橋敏順 1)、千年俊一 1)、梅野博仁 1)

1) 久留米大学病院　耳鼻咽喉科・頭頸部外科
2) 大牟田市立病院　耳鼻咽喉科・頭頸部外科

１０．T3/4a上顎洞扁平上皮癌に対する根治治療の検討

〇大村紗代 1)、若杉哲郎 1)、竹内　司 2)、橋本和明 1)、川村有希 1)、長谷川翔一 1)、
竹内頌子 1)、堀　龍介 1)

1) 産業医科大学　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学
2) 九州労災病院　耳鼻咽喉科

１２．PCE療法の経験について

◯樽谷　勇、小池健輔、岩本あさの、斎藤雄一、竹内寅之進
北九州市立医療センター

第４群　鼻副鼻腔　（9:40～10:05)
⃝第２会場　AIM3F F展示場

座長 坂田俊文 （福岡大学）

１３．当科における鼻副鼻腔嚢胞症例の検討

１４．CHARGE 症候群に合併した先天性後鼻孔閉鎖症に対して経鼻内視鏡下に
　　　開放術を施行した 1 例

1) 大分大学医学部　耳鼻咽喉科
2) 国東市民病院　耳鼻咽喉科
3) JCHO南海医療センター　耳鼻咽喉科

〇岩野将平 1)、梅本真吾 1)、平岡晃太 1), 2)、籾井愛美 1), 3)、平野　隆 1)

〇下薗知己、宮下圭一、山下　勝
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室

〇縫田竜青 1)、川本健介 1)、川端　温 1)、山野貴史 1)、杉本清楓 2)

1) 福岡歯科大学総合医学講座　耳鼻咽喉科学分野　　
2) 福岡歯科大学医科歯科総合病院　歯科衛生士部

１５．鼻科手術と術前口腔内環境の関連性に関する検討
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第５群　聴覚　（10:05～10:30)
⃝第２会場　AIM3F F展示場

座長 中川尚志 （九州大学）

１６．補聴器調整と追唱訓練により語音明瞭度と追唱率の改善を認めた症例

１７．新生児聴覚スクリーニングで聴覚障害と診断された乳児の保護者が望む
　　　支援に関するアンケート調査

１８．耳管開放症における自声強聴の定性検査

〇平岡晃太 1), 2)、梅本真吾 2)、立山香織 2)、平野　隆 2)

1) 国東市民病院　耳鼻咽喉科
2) 大分大学医学部　耳鼻咽喉科

◯小路永聡美 1)、吉田晴郎 2)、神田幸彦 3)、熊井良彦 1)、髙橋晴雄 1)

1) 長崎大学大学院医師薬学総合研究科　耳鼻咽喉科・頭頸部外科
2) 長崎医療センター　耳鼻咽喉科
3) 神田E・N・T医院、長崎ベルヒアリングセンター

○木村佳奈 1)、妻鳥敬一郎 1)、川添　響 1)、柿　彰廣 1)、西　龍郎 1)、木村翔一 1)、
黒木圭二 1)、佐藤　晋 1)、河野浩万 2)、坂田俊文 1)

1) 福岡大学医学部　耳鼻咽喉科
2) 河野耳鼻咽喉科Ear Surgi Clinic
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第５群　聴覚　（10:05～10:30)
⃝第２会場　AIM3F F展示場

座長 中川尚志 （九州大学）

１６．補聴器調整と追唱訓練により語音明瞭度と追唱率の改善を認めた症例

１７．新生児聴覚スクリーニングで聴覚障害と診断された乳児の保護者が望む
　　　支援に関するアンケート調査

１８．耳管開放症における自声強聴の定性検査

〇平岡晃太 1), 2)、梅本真吾 2)、立山香織 2)、平野　隆 2)

1) 国東市民病院　耳鼻咽喉科
2) 大分大学医学部　耳鼻咽喉科

◯小路永聡美 1)、吉田晴郎 2)、神田幸彦 3)、熊井良彦 1)、髙橋晴雄 1)

1) 長崎大学大学院医師薬学総合研究科　耳鼻咽喉科・頭頸部外科
2) 長崎医療センター　耳鼻咽喉科
3) 神田E・N・T医院、長崎ベルヒアリングセンター

○木村佳奈 1)、妻鳥敬一郎 1)、川添　響 1)、柿　彰廣 1)、西　龍郎 1)、木村翔一 1)、
黒木圭二 1)、佐藤　晋 1)、河野浩万 2)、坂田俊文 1)

1) 福岡大学医学部　耳鼻咽喉科
2) 河野耳鼻咽喉科Ear Surgi Clinic

２２．歯ブラシによる咽頭外傷の３例

○長濱宗嗣、何　尚樹、梶原　啓、井手慎介、中村　雄、後藤隆史、髙橋邦行
宮崎大学医学部　耳鼻咽喉・頭頸部外科

２１．開口障害で発症した歯原性咀嚼筋間隙・副咽頭間隙膿瘍の１例

○江左尚哉 1)、宮平貴裕 1)、平川　仁 1)、鈴木幹男 1)、新崎直輝 2)、真喜志康孝 2)、
須藤　敏 2)

1) 琉球大学病院
2) 沖縄県立中部病院

第６群　咽頭・甲状腺　（10:30～11:05)
⃝第２会場　AIM3F F展示場

座長 熊井良彦 （長崎大学）

１９．遠隔転移で診断された濾胞癌の検討

○山田弦太、安慶名信也、真栄田裕行、鈴木幹男
琉球大学　耳鼻咽喉・頭頸部外科

２０．抗甲状腺薬による無顆粒球症のため甲状腺全摘を要した甲状腺クリーゼ
　　　の 2 例

○寺田夕希 1), 上村尚樹 2)、折田頼尚 1)

1) 熊本大学　耳鼻咽喉科・頭頚部外科
2) 国立病院機構　熊本医療センター　耳鼻いんこう科
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第７群　その他　（11:05～11:30)
⃝第２会場　AIM3F F展示場

座長 村上大造 （熊本大学）

２３．好酸球性副鼻腔炎患者における睡眠の質に対するデュピルマブの効果

○伊藤有紀、北村拓朗、赤池亮太、古閑友馬、吉松栞奈、工藤大河、堀　龍介
産業医科大学　耳鼻咽喉科・頭頸部外科

２４．日本睡眠学会専門医療機関としての睡眠呼吸障害・睡眠医療への取り組み

◯佐藤公則
佐藤クリニック　耳鼻咽喉科・頭頸部外科・睡眠呼吸障害センター（大分市）

２５．術前に悪性リンパ腫を疑われた若年女性の結核性リンパ節炎の 1 例

○栁谷諒子 1), 2)、奥野未佳 2)、松川奈々央 2)、本田芳大 2)、山戸章行 2)、杉山　庸一郎 1)

1) 佐賀大学医学部　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座
2) 市立吹田市民病院　耳鼻咽喉科
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第７群　その他　（11:05～11:30)
⃝第２会場　AIM3F F展示場

座長 村上大造 （熊本大学）

２３．好酸球性副鼻腔炎患者における睡眠の質に対するデュピルマブの効果

○伊藤有紀、北村拓朗、赤池亮太、古閑友馬、吉松栞奈、工藤大河、堀　龍介
産業医科大学　耳鼻咽喉科・頭頸部外科

２４．日本睡眠学会専門医療機関としての睡眠呼吸障害・睡眠医療への取り組み

◯佐藤公則
佐藤クリニック　耳鼻咽喉科・頭頸部外科・睡眠呼吸障害センター（大分市）

２５．術前に悪性リンパ腫を疑われた若年女性の結核性リンパ節炎の 1 例

○栁谷諒子 1), 2)、奥野未佳 2)、松川奈々央 2)、本田芳大 2)、山戸章行 2)、杉山　庸一郎 1)

1) 佐賀大学医学部　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座
2) 市立吹田市民病院　耳鼻咽喉科

補聴器相談医更新のための講習会
7月20日（日）第１会場（AIM3F  会議室314-315）

補聴器相談医更新のための講習会(13：00-14：30)

１ 補聴器の新機能と調整法
該当カリキュラム項目：最新の補聴器/新しい機能

野田 哲平（九州大学）

２ 小児の補聴器適応と調整
該当カリキュラム項目：適応決定のための検査/乳幼児・小児の補聴器適用

野田 哲平（九州大学）
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電気メスハンズオンセミナー
（株式会社アムコ）

7月20日（日）第２会場（AIM3F  F展示場）

電気メスハンズオンセミナー (13：00-15：00)
司会 ：堀 龍介（産業医科大学医学部 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 教授）

１ 基調講演

堀 龍介（産業医科大学医学部 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 教授）

２ ハンズオンセミナー

和佐野浩一郎（東海大学医学部医学科 専門診療学系 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学領域 主任教授）

「頭頸部外科手術でVIO3を使いこなす」

「電気メスによる神経麻痺などの副損傷を避けるために」
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